
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 
 ▲おいしいお茶の入れ方について説明 

西別所町福祉委員会“しいの木サロン” 

～伊藤園お茶の入れ方セミナー～ 

回 覧
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中部地区社協だより 

こ も れ び 
   中部地区社会福祉協議会（中部福祉センター内） 

  （安城市新田町新栄８４－１ ☎７６－００９０／ FAX ７１－０１９０）    

 

 西別所町福祉委員会からサロンで行う催しにつ

いて相談があったので、以前から地域貢献事業に積

極的な株式会社伊藤園さんに、地域のサロンでのセ

ミナー開催を打診したところ、快く引き受けていた

だきました。 

早速、西別所町福祉委員会を交えて打ち合わせを

行い、11 月 2 日（水）の「しいの木サロン」にて、

おいしいお茶の入れ方セミナーを開催しました。 
株式会社伊藤園の講師 

 セミナーでは、講師がお茶を入れる道

具一式を用意してくださり、お茶の歴

史、種類、おいしい入れ方を教えてくれ

ました。 

その後は、いよいよお茶の入れ方の実

践です。教えていただいた一つ一つの工

程を丁寧に行い、自分でお茶を入れてい

きます。 

入れ方によるお茶の味の違いに、参加者の

表情は驚きから喜びの表情へと変わっていき

ました。 

参加者からは「家でもやってみたい」「私が

家族に教えてあげたい」などの声が聞かれ、

会場は和やかな雰囲気に包まれました。 

最後に、講師の柴田さんから「これからも、

より良いお茶を飲んでください」という言葉

をいただきました。 ▲実際にお茶を入れています 

▲おいしいお茶の入れ方についての説明模様 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

中部地区お互いさまの会 ～古新聞の搬出依頼～ 

安城北中学校区の住民を対象とした、生活上のちょっとした困りごとを解決す

るためのお手伝いを目的に結成された「中部地区お互いさまの会」に、「新聞を

廃品回収場所まで捨てに行ってほしい」という依頼があり、メンバーが活動を行

いました。 

当日は、お互いさまの会のメンバーと、地区の民生委員が、捨てられずに溜ま

っていた新聞紙の束 10 個程を、近くの廃品回収場所まで運びました。新聞紙

は、依頼者が丁寧に束ねておいてくれたので、いつでも運び出せられる状態にな

っていました。 

 包括支援センター中部が自宅に訪問

した際に、溜まっている新聞紙の束を

見つけ、「捨てないのか」と確認した

ところ、「足が痛くて階段を下りて捨

てに行けない」という話があり、お互

いさまの会での支援に繋がった。 

 利用者からは、「自分では捨てられずに困っていたのでとても助かった」との

感謝の言葉をいただきました。また、活動を行ったお互いさまの会のメンバーは

「自分には簡単に出来る行動でも、それができずに困っている人はいるのだと感

じた。私も活動を通して元気をもらうことができる。これからも続けていきた

い。」といった意欲的な言葉が聞かれました。 

新聞の束を階段の下まで運びます 

作業終了後にちょっとお話… 

実際に運んでいる様子 

実際の活動の様子 

☆今回の依頼の経緯 

～生活上のちょっとした困りごとを解決するためにメンバーがお手伝いをします。～ 

 『中部お互いさまの会』の利用についての相談は、中部福祉センターまでお問い合わせください。 

                    問い合わせ先 中部福祉センター  （７６Ḙ００９０） 



１０月８日（土）に、中部福祉センターにて中学生防災隊防災教室を開催しまし

た。この教室は自宅や地域での防災意識を高めるために毎年開催しており、安城北

中学校の生徒と地域の自主防災組織の方々に参加していただいています。講師に

は、NPO 法人コミュニティサポーターほっぷの皆さんをお招きし、地震について

の講話や、こなまず号による地震体験、災害時のトイレ、家具転倒防止など、実際

に災害が起こった時の対処法や被害を少なくするための方法について学びました。 

また、地域の自主防災組織の方と交流することもでき、自分たちの住んでいる地

域の防災はどのように進められているのかを知る機会にもなりました。 

中学生防災隊防災教室を開催しました 

▲日本で起きた災害について 

講話の中では、東日本大震災の発生直後の映像が紹介されました。震災当時の記

憶があまりない中学生たちは、真剣な表情で説明を聞いていました。実際の映像を

見ることで、震災の恐ろしさを知り、地域でどんな事が起こりうるのか、中学生の

自分たちに何ができるのかを考えるきっかけになりました。 

家具の転倒防止、災害時のトイレの説明の中では、日頃の対策の重要性だけでは

なく、いざという時に何が活用できるのか、などを含めて学ぶことができました。 

災害時は、中学生も災害支援やボランティアとして、地域での活躍が期待されて

います。今回学んだ事を友達や家族とも共有して、北中学校区の防災の輪を広げて

いってほしいと思います。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲棚を使っての家具の転倒防止について 

▲災害時のトイレの重要性について ▲こなまず号に乗って、地震による揺れを体験 



 


